
「新しい『遠野物語』を創るプロジェクト」 
発表会 その１ 

２月２６日(水)、「新しい『遠野物語』を創るプロジェクト」の発表会が、 
遠野市市民センターで、たくさんのご来賓並びに市民の皆さまを前に開催されました。 

 
生徒を代表して生徒会長佐々木紀保子さん(２年生)があいさつ。 

「わたしたちの１年間の活動の集大成です」 

  
校長先生のごあいさつ。    副校長先生がプロジェクトの趣旨を説明。 

 
 
 



 
遠野郵便局の「新風景印」のデザインに採用された、兼平里彩さん(２年生)の表彰式。 

遠野郵便局の柏井局長から表彰状をいただきました。 
兼平さんのデザインは今後、遠野郵便局の消印として使用されます。 

  
「カリンちゃん」と「ぽすくまくん」もお祝いに駆けつけてくれました。 

 
 
 
 
 
 
 



 
今年の１月に台湾研修に出かけた５人による研修報告が行われました。 

報告者は、阿部光沙季さん、小笠原結奈さん、下関菜桜さん、 
畠詩奈さん（以上１年生）、菊池妃奈さん（２年生）です。 

  

「コミュニケーションしたい」という気持ちで相手に接していけば、 
文化や言葉の違いという壁も乗り越えられることを実感してきました。 

 
 
 
 



２月に行われた MY PROJECT AWARD2019 の岩手県 Summit に参加し、 

全国大会へのキップを手に入れたばかりの川前勇斗くん(２年生)のプレゼンです。 

 

「花火」と「遠野物語」を融合しようという大胆な試みの実践報告。 
自分の足で歩いて花火業者や市、テレビ局と交渉してまわりました。 

  
「何を言うかではなく、何をするか」 

３月の全国大会でも頑張ってきてください。 
 
 
 
 
 



 
さて、観客席の生徒たちもただステージを眺めているだけではありません。 

各チームがこれまでの探究成果をロビーでポスターセッション。 

  

  

 



 
 

以下、午後の後半戦に続きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



午後のスタートに先立ち、急遽、本田敏秋市長さんからごあいさつをいただきました。 
遠高生への熱いメッセージ、でした。 

 

午後からは各チームの代表者によるプレゼンです。 

  
Ａチーム。地元の豆腐と干し柿を使ったムースの開発 !! 

  
Ｂチーム。外国人観光客に向けたグランピングの提案 !! 



  
Ｃチーム。デンデラ野を老人のシャングリラに !! 

  
Ｄチーム。共生社会の実現にスポーツを !! ブラインドサッカーを通じて。 

 
鋭い質問も浴びせられました。 

  
Ｅチーム。遠高 Watching でキラメキを市民の皆さんに届けたい。 



  
Ｆチーム。「広報遠野」を通じて魅力を発信しよう !! 

  
Ｇチーム。保健師の活動を通じて。遠野を Happy Town に !! 

 
インタビューを受けるのは、プレゼンよりも緊張しますっ !! 

  
H チーム。37 ヶ所ある遠野の公園マップをつくろう !! 



  
I チーム。遠野の郷土料理鎌焼きもちをアレンジした商品開発 !! 

 
みんな真剣に仲間のプレゼンに聴き入っています。 

  

Ｊチーム。数学の魅力を中学生に !! 数学園を開催しました。 

  
Ｋチーム。コミュニティの要としての平倉神楽。 



  
Ｌチーム。語り部のわたし、遠野物語を語ります、伝えます。 

 
全チームのプレゼンが終了。 来賓の先生方からご講評をいただきました。 

 
 
 
 
 
 
 

岩手大学学長特別補佐特任教授 
小野寺純治先生。 

 
 
 
 
 

  富士大学学長補佐教授藤原忠雄先生。 
 
 
 
 
 
 
 

盛岡中央高等学校附属中学校副校長下町壽男先生。 
          (お写真はご講評をいただいた順に掲載させていただきました) 



 
最後に。本日の司会・進行を始めから終わりまでずっと務めてくれた、 

石田和真くんと熊谷真梨子さん(ともに３年生)です。 拍手 !! 

    

自ら課題を見つけ、それを深めていく。仲間の探究に、真摯に耳を傾ける。 
知らず知らずのうちに、そんな姿勢が身についていきました。 

 
なお、今回の発表会の模様はＮＨＫのニュースで取り上げられ、下記で公開されています。 
https://www.nhk.or.jp/lnews/morioka/20200227/6040006697.html 


